
ｓ
ｈ 

                             

                             

 

                              

夜
間
中
学 

 

昭
和
二
十
四
年
、
中
学
校
夜
間
学
級
が
、

日
本
で
初
め
て
長
田
区
の
駒
ヶ
林
中
学
校

に
誕
生
し
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
、
経

済
的
な
問
題
や
家
庭
の
事
情
等
か
ら
教
育

を
受
け
る
機
会
を
失
っ
た
学
齢
生
徒
を
救

済
し
た
い
、
と
の
教
師
た
ち
の
熱
い
思
い

か
ら
で
し
た
。 

し
か
し
、
こ
の
夜
間
中
学
は
法
的
根
拠

を
持
た
な
い
学
校
で
あ
っ
た
た
め
、
歓
迎

の
声
が
あ
る
一
方
、
六
・
三
制
の
義
務
教

育
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
、
な
ど
の
非
難
を

浴
び
ま
し
た
。
そ
の
後
に
続
い
た
各
地
で

の
夜
間
中
学
開
設
も
、
運
営
は
安
泰
と
は

い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

昨
年
末
、
「
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け

る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
す

べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
夜
間
中
学
に
お

け
る
就
学
機
会
の
提
供
等
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
時
代
と
と
も
に
学
校
へ
通
え

な
い
事
情
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
夜
間
中

学
は
今
も
な
お
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
文
部
科
学
白
書
』
に
よ
る
と
、
昨
年

度
の
夜
間
中
学
設
置
は
八
都
府
県
二
十
五

市
区
に
と
ど
ま
り
、
国
の
目
標
に
は
ま
だ

ま
だ
遠
く
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。
（
全
国
三

十
一
校
の
内
、
県
内
は
尼
崎
市
に
一
校
、

神
戸
市
に
二
校
あ
り
ま
す
） 

西野分校旧校舎跡。門標に「神戸市立丸山中学校 西野分校 夜間中学」とある。 

昭和25年、西野幼稚園舎を借りて開校し、平成7年までここを校舎とした。 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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－新しく入った本－ 

い
さ
お 

さ
き
が
け 

ご
う
し
ょ
う
し
ん
ぺ
い 

み
な
と 

 
う
ば
ら 

 

ひ
と
り 

 

明
治
の
商
店
‐
開
港
・
神
戸
の
に
ぎ
わ
い 

大
国
正
美 

楠
本
利
夫
編
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

本
書
は
、
明
治
十
五
年
に
刊
行
さ
れ

た
、
当
時
の
商
工
名
鑑
『
豪
商
神
兵 

湊

の
魁
』
に
解
説
を
付
け
て
復
刻
し
た
も

の
で
あ
る
。
現
在
の
中
央
区
西
部
と
兵

庫
区
南
部
地
域
に
あ
っ
た
約
五
六
〇
の

業
者
を
取
り
上
げ
、
う
ち
一
五
〇
の
店

頭
が
緻
密
な
銅
版
画
で
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
十
七
年
刊
行
の
『
兵
庫
縣

下
有
馬
武
庫
菟
原 

豪
商
名
所
獨
案
内

の
魁 

』
の
有
馬
温
泉
、
小
野
浜
（
中
央

区
）
部
分
も
復
刻
掲
載
さ
れ
た
。 

西
洋
家
具
店
や
写
真
館
、
牛
肉
店
、

靴
店
な
ど
、
ハ
イ
カ
ラ
な
店
先
や
人
々

が
描
か
れ
、
開
港
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
外
国
文
化
の 

影
響
の
大
き
さ
を 

感
じ
る
。
解
説
と 

併
せ
て
読
む
と
当 

時
の
様
子
が
よ
り 

生
き
生
き
と
浮
か 

び
上
が
っ
て
く
る
。 

      

神
戸
市
営
交
通
１
０
０
年
の
歩
み 

 

（
神
戸
市
交
通
局
） 

神
戸
市
交
通
局
は
、
前
身
で
あ
る
神

戸
電
気
鉄
道
の
事
業
を
継
承
し
大
正
六

年
に
「
神
戸
市
電
気
局
」
と
し
て
設
置

さ
れ
た
。
市
営
と
し
て
発
電
・
配
電
及

び
市
街
地
路
面
電
車
事
業
を
開
始
し
て

以
来
、
今
年
で
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
。 

本
冊
子
は
、
市
バ
ス
開
業
、
戦
争
、

赤
字
に
よ
る
市
電
廃
止
、
地
下
鉄
開
通

や
大
震
災
な
ど
を
経
な
が
ら
、
市
民
の

足
と
し
て
神
戸
の
発
展
を
支
え
続
け
て

き
た
神
戸
市
営
交
通
の
歴
史
を
、
年
表

と
懐
か
し
い
写
真
で
振
り
返
る
。 

 

神
戸
高
商
と
神
戸
商
大
の
会
計
学
徒
た
ち

‐
そ
の
苦
闘
と
栄
光 

岡
部
孝
好
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

明
治
三
十
五
年
、
神
戸
に
日
本
で
二

番
目
の
官
立
高
等
商
業
学
校
「
神
戸
高

商
」
が
設
立
さ
れ
る
。
現
・
神
戸
大
学

の
前
身
で
あ
る
。 

洋
式
簿
記
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア

ラ
ビ
ア
数
字
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

明
治
の
中
頃
か
ら
、
五
十
年
に
わ
た
る

日
本
の
簿
記
・
会
計
学
の
歩
み
と
と
も

に
高
等
教
育
機
関
が
形
作
ら
れ
る
過
程

が
綴
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
新
し
い
学
問

に
取
り
組
み
、
発
展
に
尽
力
し
た
多
く

の
研
究
者
の
姿
が
見
え
て
く
る
。 

中
内
㓛
‐
理
想
に
燃
え
た
流
通
革
命
の
先

導
者 

石
井
淳
蔵
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

「
よ
い
品
を
ど
ん
ど
ん
安
く
」
を
旗

印
に
、
戦
後
日
本
の
流
通
革
命
を
先
導

し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
ダ
イ

エ
ー
」
の
創
業
者
・
中
内
㓛
。 

次
々
に
新
し
い
業
態
の
店
舗
を
展
開

し
、
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
や
流
通
科
学

大
学
の
創
設
も
手
が
け
た
彼
の
軌
跡
を

「
詳
伝
」
「
論
考
」
「
人
間
像
に
迫

る
」
の
三
部
構
成
で
辿
る
。
経
営
者
論

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
中
内
㓛
の
人
間

性
、
思
想
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
の

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 あ
か
し
本
‐
時
の
ま
ち
を
創
る
海
の
ま
ち

に
生
き
る 

神
戸
新
聞
明
石
総
局
編
（
ペ

ン
コ
ム
） 

明
石
を
象
徴
す
る
「
時
」
と
「
海
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
じ
て
、
街
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
。
明
石
と
い
え
ば

子
午
線
が
通
る
街
。
「
時
」
と
い
う
目

に
見
え
な
い
も
の
を
、
イ
ベ
ン
ト
、

建
造
物
、
ア
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
形
で

後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
市
民
の
姿
を

取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
ノ
リ
、
イ
カ
ナ

ゴ
、
タ
イ
、
タ
コ
と
海
の
幸
を
紹
介
す

る
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
に
磨
き
を

か
け
る
た
め
の
工
夫
と
努
力
を
惜
し
ま

な
い
漁
師
さ
ん
た
ち
を
描
く
。 

           

遙
か
な
海
路
‐
巨
大
商
社
・
鈴
木
商
店
が

残
し
た
も
の 

神
戸
新
聞
社
編
（
神
戸
新

聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

明
治
、
大
正
期
の
神
戸
を
拠
点
に
日

本
最
大
の
総
合
商
社
に
な
り
な
が
ら
も
、

昭
和
金
融
恐
慌
で
破
綻
し
た
鈴
木
商
店
。 

番
頭
、
金
子
直
吉
の
足
取
り
を
中
心

に
ゆ
か
り
の
地
を
取
材
し
た
。
鈴
木
商

店
が
手
が
け
た
事
業
は
実
に
多
彩
で
、

鉄
鋼
か
ら
砂
糖
ま
で
今
に
流
れ
を
く
む

企
業
も
多
い
。
取
材
地
も
神
戸
市
内
は

も
ち
ろ
ん
、
九
州
や
東
北
な
ど
全
国
、

さ
ら
に
は
台
湾
に
ま
で
及
ぶ
。 

昨
年
四
月
か
ら
一
年
間
の
新
聞
連
載

を
同
名
で
書
籍
化
。
連
載
時
と
同
様
、

多
く
の
カ
ラ
ー
写
真
で
「
読
む
」
と

「
見
る
」
が
楽
し
め
る
。
ま
た
、
エ
ピ

ロ
ー
グ
で
は
破
綻
の
要
因
を
分
析
し
、

現
在
に
ま
で
繋
が
る
視
点
が
示
さ
れ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200213343&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200529095&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200218435&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200538711&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200220054&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200537094&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200213705&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200529319&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200217796&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200534696&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200215703&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200533102&type=CtlgBook
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お
お
さ
わ
ひ
さ
と 

かん 

小
林
一
三
は
宝
塚
少
女
歌
劇
に
ど
の
よ
う

な
夢
を
託
し
た
の
か 

伊
井
春
樹
（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
） 

小
林
一
三
は
、
長
年
勤
め
た
東
京
の

銀
行
を
退
職
し
関
西
へ
来
る
が
、
転
職

が
上
手
く
い
か
ず
、
箕
面
有
馬
電
気
軌

道
株
式
会
社
の
発
起
人
に
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
会
社
は
採
算
の

合
わ
な
い
鉄
道
経
営
で
解
散
が
目
前
に

迫
っ
て
い
た
。
窮
地
の
な
か
、
小
林
は

逆
転
の
発
想
に
よ
り
、
交
通
手
段
を
武

器
に
街
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

文
化
を
生
み
だ
す
手
法
で
鉄
道
事
業
を

成
功
に
導
い
て
い
く
。 

小
林
が
考
え
出
し
た
仕
掛
け
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
人
々
は
娯
楽
と
し
て
い

か
に
享
受
し
た
の
か
、
沿
線
開
発
の
歩

み
を
当
時
の
世
相
と
と
も
に
辿
り
、
明

治
・
大
正
の
文
化
史
の
一
場
面
を
活
写

す
る
。 

          

タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
神
戸
７
０-

８
０
‘
ｓ 

Time 
Trip 

KOBE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
編
集
・
発
行 

神
戸
の
人
気
Ｄ
Ｊ
大
久
保
か
れ
ん
氏

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で
誕

生
し
た
企
画
。
お
洒
落
な
海
外
ブ
ラ
ン

ド
店
や
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
活
気

に
満
ち
た
往
時
を
振
り
返
る
。
青
春
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
文
章
や
懐
か
し
い

写
真
か
ら
は
、
時
代
を
共
有
す
る
人
た

ち
の
気
分
や
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

過
去
を
懐
か
し
む
だ
け
で
は
な
い
。

未
来
へ
と
繋
が
る
神
戸
の
魅
力
の
系
譜

を
辿
ろ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

出
発
は
い
つ
も 

尾
崎
美
紀
（
空
と
ぶ
キ

リ
ン
社
） 

作
者
の
十
四
年
ぶ
り
の
詩
集
。
誰
も

が
知
っ
て
い
る
言
葉
を
使
っ
て
、
新
し

い
表
現
を
模
索
す
る
。
例
え
ば
、
「
庭

仕
事
を
し
な
が
ら
ふ
と
思
い
出
し
て
口

ず
さ
め
る
詩
」
や
「
台
所
仕
事
の
合
間

に
空
で
読
め
る
詩
」
の
よ
う
に
、
も
っ

と
詩
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
、
身
近
に

な
れ
ば
い
い
な
、
と
い
う
著
者
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
、
気
持
ち
の

よ
い
言
葉
と
リ
ズ
ム
が
飛
び
出
し
、
読

後
に
は
、
穏
や
か
な
時
間
の
流
れ
が
味

わ
え
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

ひ
ょ
う
ご
の
１
０
０
城
マ
ッ
プ
（
兵
庫
県

歴
史
文
化
遺
産
活
用
活
性
化
実
行
委
員
会
） 

き
ょ
う
の
日
は
、
さ
よ
う
な
ら 

石
田
香

織
（
河
出
書
房
新
社
） 

                        

賀
川
浩
対
談
集 

こ
の
く
に
の
サ
ッ
カ
ー
‐

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
「
こ

れ
か
ら
」
（
苦
楽
堂
） 

天
才
作
曲
家
大
澤
壽
人
‐
駆
け
め
ぐ
る
ボ

ス
ト
ン
・
パ
リ
・
日
本 

生
島
美
紀
子

（
み
す
ず
書
房
） 

         

森垣 亀一郎 もりがき・きいちろう 

明治7年(1874) ～ 昭和9年(1934) 

森垣亀一郎は、神戸港の築港にその生涯をかけた工学博士です。豊岡で生ま

れ、大阪港湾事務所にて設計、現場を勉強した後、明治39年（1906）に神戸港

建設のため大蔵省技師として神戸に着任しました。ロッテルダム港で画期的な

岸壁工法（ケーソン工法※）が採用されたというニュースが伝わり、明治40年

（1907）、その技術を学ぶために彼はオランダへ向かいました。帰国後、持ち

帰ったオランダ語の資料を寝食忘れて解読し、報告をまとめます。その結果、

ケーソン工法の採用が決定し、彼は神戸港築港の設計から現場まで一任されま

した。そして、明治43年（1910）8月、ケーソン第1函が第４突堤岸壁に据え付

けられ、日本で初めての技術による新しい港湾建設の幕が切って落とされまし

た。 

「神戸港全図 PLAN OF KOBE HARBOUR」 

『HAND-BOOK OF THE PORT OF KOBE』1924 

神戸  その⑪ 
あんな人こんな人 

参考：『森垣亀一郎伝』 

（森垣博士功績顕彰会1967） 

けられ、日本で初めての技術による

新しい港湾建設の幕が切って落とさ

れました。 

※ケーソン工法…水中や磐石地盤に大き

な構造物を作る場合、鉄筋コンクリート

などで箱（ケーソン）状の構造物を作り

地中に埋めて基礎とする工法。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200218524&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200538297&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200220044&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200536252&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200217146&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200536458&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200213347&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200529188&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200220053&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200537441&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200213960&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200530025&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200221909&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200541910&type=CtlgBook
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初代神戸駅舎 

相生橋 

こ

の

ぶ 

ま

た 

こ
せ
ん
き
ょ
う 

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
87 

 
神
戸
駅
と
相
生
橋 

 

浮
世
絵
師
・
長
谷
川
小
信
が
描
い
た

『
神
戸
古
版
画
集
』
の
な
か
の
「
神
戸
名

所
之
内 

相
生
橋
蒸
気
車
」
に
は
、
蒸
気

機
関
車
や
駅
舎
が
新
し
い
時
代
の
象
徴
と

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

『
神
戸
古
版
画
集
』
は
開
港
後
の
神
戸

居
留
地
や
神
戸
港
を
舞
台
に
し
て
い
て
、

当
時
の
神
戸
の
風
俗
や
景
観
、
に
ぎ
わ
い

ぶ
り
を
伝
え
る
数
少
な
い
資
料
の
一
つ
で

す
。 

               

鉄
道
は
、
明
治
新
政
府
の
陸
上
輸
送
近

代
化
の
主
要
政
策
で
、
人
・
物
が
自
由
か

つ
迅
速
に
行
き
来
で
き
る
新
し
い
交
通
手

段
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

明
治
七
年
四
月
三
十
日
、
初
代
神
戸
駅

舎
は
、
現
在
の
位
置
よ
り
八
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
東
南
寄
り
に
、
レ
ン
ガ
造
り
と
木
造

を
組
み
合
わ
せ
た
平
屋
建
て
で
完
成
し
ま

し
た
。
同
年
五
月
十
一
日
に
は
、
日
本
で

二
番
目
の
鉄
道
と
し
て
神
戸
大
阪
間
に
三

十
キ
ロ
の
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
。 

当
時
は
、
西
国
街
道
が
元
町
通
か
ら
多

聞
通
に
通
っ
て
お
り
、
鉄
道
敷
設
に
よ
り
、

こ
の
道
が
分
断
さ
れ
て
は
通
行
に
支
障
を

来
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
線
路
を
跨
ぐ
よ
う

な
形
で
、
日
本
初
の
跨
線
橋
「
相
生
橋
」

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
相
生
橋
は
格
好
の

鉄
道
見
物
の
場
所
で
、
橋
か
ら
下
を
走
る

蒸
気
機
関
車
の
姿
を
見
る
た
め
に
、
人
々

が
殺
到
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
神
戸
駅
１
３
０
年
史
』
に
は
開
業
当

日
の
神
戸
駅
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
当
日
は
近
郷
、
近
在
か
ら
多
く
の

人
々
が
線
路
沿
い
に
大
参
集
し
、
ご
っ
た

返
し
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
特
に
、
相

生
橋
か
ら
堤
防
の
あ
た
り
は
、
汽
車
が
下

を
走
る
と
い
う
の
で
、
橋
の
上
は
人
の
波
、

ま
た
橋
畔
と
停
車
場
構
内
の
木
柵
を
結
ぶ

堤
防
の
傾
斜
に
は
、
夜
の
明
け
な
い
う
ち

か
ら
座
り
込
み
、
場
所
を
確
保
す
る
と
い

う
人
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
や
が
て
、

時
刻
に
な
り
黒
煙
を
モ
ク
モ
ク
と
吐
き
な

が
ら
汽
車
が
や
っ
て
く
る
と
、
観
衆
は
日

の
丸
の
小
旗
を
打
ち
振
っ
て
、
大
歓
声
を

あ
げ
た
。
一
方
、
列
車
か
ら
は
乗
客
が
扇

子
を
振
っ
て
こ
れ
に
こ
た
え
る
と
い
う
熱

狂
と
興
奮
に
つ
つ
ま
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。 

  

開
通
当
時
の
停
車
場
は
、
神
戸
・
三
ノ

宮
・
西
ノ
宮
・
大
阪
の
四
駅
、
所
要
時
間

は
一
時
間
十
分
、
神
戸
の
始
発
は
午
前
六

時
五
十
五
分
、
終
発
が
午
後
五
時
二
十
五

分
、
一
日
八
往
復
で
運
転
し
て
い
ま
し
た
。

運
賃
は
当
時
「
賃
金
」
と
呼
ば
れ
、
神
戸

大
阪
全
線
で
は
上
等
一
円
、
中
等
七
十
銭
、

下
等
四
十
銭
で
、
米
一
升
が
七
銭
の
時
代

に
決
し
て
安
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

山
陽
鉄
道
の
神
戸
兵
庫
間
開
通
の
見
通

し
が
た
ち
、
神
戸
駅
に
接
続
す
る
こ
と
に

な
り
、
明
治
二
十
二
年
三
月
に
二
代
目
神

戸
駅
舎
が
、
初
代
神
戸
駅
か
ら
少
し
北
方

に
二
階
建
て
レ
ン
ガ
造
り
で
完
成
し
ま
す
。

駅
の
新
築
に
あ
わ
せ
相
生
橋
も
、
木
製
階

段
か
ら
鉄
橋
に
な
り
車
が
通
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
代
表
的

な
観
光
地
を
紹
介
し
た
『
神
戸
名
所
』
の

な
か
の
「
神
戸
ス
テ
ン
シ
ョ
ー
及
ヒ
相
生

橋
之
景
」
に
は
、
洋
装
の
人
々
や
客
待
ち

を
す
る
人
力
車
が
描
か
れ
て
お
り
、
神
戸

駅
前
の
に
ぎ
わ
い
が
見
ら
れ
ま
す
。 

           

相
生
橋
は
、
残
念
な
が
ら
鉄
道
の
高
架

線
の
切
替
工
事
で
、
昭
和
六
年
十
月
九
日

か
ら
十
日
未
明
の
一
夜
で
姿
を
消
し
ま
す
。 

昭
和
九
年
十
一
月
に
現
在
の
三
代
目
神

戸
駅
舎
が
完
成
し
ま
す
。
タ
イ
ル
張
り
と

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
使
用
し
た
立
派
な
建

物
で
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、
経
済
産
業
省

に
よ
り
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
認
定
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
交
通
の
要
衝
で
活

気
あ
る
名
所
で
あ
っ
た
頃
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
現
役
の
駅
舎
で
す
。 

 

参
考
文
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